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―1年は？ 3 里毎日通って。……小っちゃい子どもの足で 3里って大変ですよね。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































た後，焼け残った地域への爆撃が45年 6 月に 4回， 7月に 2回， 8月に1回行われた。このうち
8月の最後の大空襲は，玄瑽玟さんの証言にもあるように，日本の敗戦前日の 8月14日のことで，
大阪陸軍造兵廠を標的とし，これに近い国鉄京橋駅でも大きな被害が出たことから「京橋空襲」
とも呼ばれている。この空襲での正確な犠牲者数は不明だが，身元不明者を含め，700～800名
に上ると見られている。
＊７　民保団
　郷土防衛を名目に組織された地域住民の団体。1948年 4 月，南朝鮮地域の占領にあたってい
た米軍政庁は，満18歳以上55歳以下の男子を強制的に加入させる「郷保団」の組織をはじめた。
郷保団は事実上の警察補助機関として警察署単位で編成され，洞・里単位でその分団がつくら
れた。組織づくりの背景には，48年 5 月10日に予定されていた南朝鮮単独選挙を円滑に実施す
る目的があったと見られる。郷保団は選挙後に解散したが，済州島をはじめ一部地域では，民
保団という名称で再編され，活動を続けた模様である。とくに済州島では，遊撃隊の攻撃を防
ぐ城壁の建設や，夜間の歩哨，軍警による討伐作戦時の補助員などに動員された。（『済民日報』
四・三取材班〔金重明・朴郷丘訳〕『済州島四・三事件』第 2巻，新幹社，72～75頁，など参照。）
105
解放直後・在日済州島出身者の生活史調査（７・上）（藤永　壯他）
＊８　良民証
　1948年 5 月末より遊撃隊討伐作戦に従事しはじめた第11連隊では，強引な作戦展開の結果，
多くの無関係な住民を捕虜とした。これらの住民を帰宅させる際，同連隊では遊撃隊とは無関
係であることを証明する「良民証」を発給したという。良民証は済州道警察局長と憲兵隊長の
共同名義で発行され，居住地域外に出る場合は当局の許可を得て，日程と場所をその裏面に記
載するよう定められていた。（『済民日報』四・三取材班〔金重明訳〕『済州島四・三事件』第 3巻，
新幹社，118～121頁，など参照。）
